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中学生サッカー選手のパーソナリティに関する検討
: ポジションに着目して
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た。調査対象者は，中学生のサッカー選手，合計 125 名（平均年齢 13.47 ± 0.93 歳：全て男子）であった。個人のパーソナリティ
を客観視するために開発されたパーソナリティ検査であるエゴグラムを用いて，ポジション（FW，MF：トップ下・サイドハー
フ・ボランチ，DF：センターバック・サイドバック，GK）ごとの心理特性を検討した。その結果，FC の自我状態の項目におい
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2．調査対象者
　調査対象者は，中学生のサッカー選手，合計 125 名（平均年
































グラムでは，50 の質問項目に 3 件法（はい：2 点，どちらでも








































　トップ下では，FC，A，CP の自我状態の順に高い逆 N 型
のエゴグラムが，サイドハーフでは，FC と CP の自我状態が









表 1　5 つの自我状態（中澤 ,2016）  













　図 3 の通り，センターバックは，CP と FC の自我状態を頂
点とする逆 N 型のエゴグラムを示した。一方サイドバックは
CP が低位，FC と AC の自我状態が高位な C 優位型のエゴグ
ラムであった。　　　　　 





図 2　ポジション別に見た MF のエゴグラム














































いて，FW とボランチ及び FW とサイドバックのポジション
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